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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
查 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISC 9335-2-15: 1998 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日 本 工業規格 と 国際規格 と の 対比， 国際規格に 一致 した 日 本 工業規格の 作成 及び 曰 
本 工業規格 を 基礎に し た 国際規格 原案の 提案 を 容易 にす るた めに， IEC 60335-2-15 ： 2002， Household and 
similar electrical appliances — Saretv — Part 2-15 : Particular reauirements for appliances for heating liquids を 基礎 

として 用いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 
JISC 9335-2-15 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 C (規定） モータの 劣化 試験 
附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 
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曰 本 工業規格 



JIS 
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家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性— 

第 2-15 部： 液体 加熱 機器の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety— 
Part 2-15 : Particular requirements for appliances for heating liquids 

序文 こ の 規格 は， 2002 年に 第 5 版 どし て 発行され た IEC 60335-2-15 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances ― Safety ― Part 2-15 : Particular requirements for appliances for heating liquids ゼ翻訳 し， 技 f' ぼ 的 内容 ^ 
変更して 作成した 日本工業規格 であり， JIS C 9335-1 ： 2003 (家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 1 部： 一般 要求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 こ の 規格 は， 定格 電圧が 250 V を 超えない 家庭 用 及び 類似の 目 的の 液体 加熱 用 電気機器の 
安全性に ついて 規定す る。 

備考 101. 幾つかの 機器 は， 食品 加熱 用に 用いる ことができる。 
102. この 規格の 適用 範囲 内に ある 機器の 例 は， 次に よる。 
- コー ヒメ 一力 
- 調理な ベ （鍋） 
― 卵 ゆ （茹） で 器 
― ほ 乳 瓶 ヒータ 

- 定格 容量が 10 L を 超えない， やかん， その他の 機器 
一 牛乳 沸かし 

一 定格 調理 圧力 140 kPa 以下で， 10 L 以下の 定格 容量 を もつ 圧力釜 
― スロー クッカ 

― 蒸し器 

- 洗濯 用 大形 ボイ ラ （煮が ま） 
- ヨーグルト メーカ 

二-— 霧^ き 

通常， 家庭で 用いない 機器で も， 店舗， 軽工業 及び 農場に おいて， 一般の 人が 用いる 場合に 危険 要因と 
なる 機器 も， この 規格の 適用 範囲と する。 
備考 103. 上記の 機器の 例 は， 次に よる。 

- 水 ジャケット （過熱 冷却 用 装置） 付きのに かわな ベ 
一 家畜 用 飼料 ボイ ラ 
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― 滅菌 装置 

この 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 多くの 人力 ま 予期せ ずに 出会う 共通 的な 危険性 を 可 
能な 限り 取り扱う。 

備考 104. この 規格の 適用に 際して は， 次の ことに 注意し なければ ならない。 

- 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 
一 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よ 
つて， 追加 要求 事項 を 規定して いる。 

105. この 規格 は， 次の 機器に は 適用し ない。 

― フライパン 及び 深めの フライな ベ （JIS C 9335-2-13) 
一 貯湯式 温水 器 （JIS C 9335-2-21) 
― 瞬間 湯 沸 器 （JIS C 9335-2-35) 

- 液体 又は 蒸気 使用 （湿式） 表面 清掃 器具 (JISC 9335-2-54) 

一 可搬形 投げ込み ヒータ （JIS C 9335-2-74) 

一 営^ 用 補給 器 及び 自 動 販売機 （JIS C 9335-2-75) 

一 医用 器具 （LEC 60601) 

一 産 梁 専用 器具 

一 腐食し やすい， 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す る， 特殊な 

状態の 場所で 用いる ちゅう （厨) 房 機器 
一 高周波 加熱 用の 器具 
- 圧力 殺菌 装置 

106. 圧力容器の ための 要求 事項が， 圧力な べに は 適用され る ことに 留意す る 必要が ある。 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/1EC Guide21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD (修 
正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 

IEC 60335-2-15 Household and similar electrical appliances ― Saiety ― Part 2-15 : Particular 
requirements for appliances for heating liquids (MOD) 

I 引用 規格 引用 規格 は， JISC 9335-1 の 2. による。 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JIS C 9335-1 の 3. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 3 丄 9 
は， この 規格に よる。 

3.1.9 通常 動作 （nor 隠 1 operation) 次の 条件 下での 機器の 運転。 

3.1.9.101 やかん， 湯 を 沸かす ための その他の 器具， コー ヒメ 一力， 牛乳 沸かし， 調理な ベ， スロー クッ 
力， ヨーグルト メーカ， 洗濯物 ボ イラ， 殺菌 装置 及びに かわな ベ は， それらの 容器 を 定格 容量の 冷水で 満 
たした 状態で 運転す る。 ふたが あれば 閉じる。 スロー クッ 力の 水の 量 は， 定格 容量の 50% を 超えて 維持す 

る。 

液体 を 保温す るた めの 熱 板 面 を もつ 機器 は， 容器 を 付ける か 又は 付けない か， いずれ か 不利な 方に して 
運転す る。 

3.1.9.102 卵 ゆで 器 及び 蒸し器 は， 取扱説明書で 規定 される 最大 量の 水で， 容器 を 満たした 状態で 運転す 

る。 
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3.1.9.103 ほ 乳 瓶 ヒータ は， 質量 190g〜200g で， 容積が ほぼ 225 ml を もつ 耐熱 ガラス 製の ほ 乳 瓶 （円形 

か 六角形） とともに 運転す る。 ただし， 特殊な ほ 乳 瓶が 指定され ている 場合に は， その ほ 乳 瓶 を 用いる。 
ほ 乳 瓶に は， 定格 容量 か 又は 200 ml のい ずれ か 少ない 方の 容量の 水 を 入れ， ほ 乳 瓶 ヒータの 中に 置く。 ヒ 
ータ は， 取扱説明書 中に 規定され た レベル か， 又は 取扱説明書がない 場合に は， 最高 レベルまで 水 を 満た 

す。 

3.1.9.104 家畜 用 飼料 ボイ ラは， 容器に 定格 容量の | の 水 を 入れ， ふた を 閉じた 状態で 運転す る。 

3.1.9.105 重ぎ ゆえ まえ 險ん 圧力な ベ は， 取扱説明書に 従って 運転す る 力、 容器に は 深さ 25 mm まで 水 を 入 

れる。 

3.101 定格 容量 （rated capacity) 製造業 者に よって， 機器に 指定され た 容量。 

3.102 定格 調理 圧力 （rated cooking pressure) 製造業 者に よって， 機器に 指定され た 圧力。 

3.103 エスプレッソ コ 一ヒメ 一力 （espresso coffee-maker) その 中で 水 を 加熱し， 蒸気圧 又は ポンプに よ 

つて， コーヒ 粉 を 通過させる コー ヒメ 一力。 

備考 エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 蒸気 又は 温水 を 供給す る アウトレット を もっていても よい。 
3.104 ほ 乳 瓶 ヒータ （feeding bottle beater) ほ 乳 瓶 中の 準備され た 乳児 用 食品 を， あらかじめ 規定した 温 
度まで 温める 機器。 熱 は 水に よって 伝達され る。 

3.105 圧力 調整 装置 （pressure regulator) 通常の 使用 中に， 特別な 値に 圧力 を 維持す る 制御装置。 
3.106 圧力 緩和 装置 （pressure relief device) 異常 運転 状態の も と で 圧力 を 制限す る 制御装置。 
3.107 コードレス やかん （cordless kettle) 電熱 素子 を 組み込んで おり， その 関連す る スタンド 上に 置かれ 
たと き だけ 電源に 接続され る やかん。 

3.108 蒸し器 （steam cooker) 食品が， 大気圧に おいて 発生した 蒸気に よって 加熱され る 機器。 

お が 吏-がが!^ お！:)… €塾* 利 ，…まき 丄:^ 歩 蓮？; S®W にあき ± ば 二き！^ l^lti 
^もつ も 含む。 

塑を に M 竭 MU&t^ 罨 ぁ_. 

4. 一般 要求 事項 一般 要求 事項 は， JISC9335-1 の 4. による。 

5. 試験の ための一 般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JISC9335-1 の 5. による。 ただし， 5.2 及び 5.3 は， 
この 規格に よる。 

5.2 J1SC 9335-1 の 5.2 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. 15.101 の 試験 を 行う^ 合， 3 個の 追加 サンプルが 必要と なる。 

5.3 J1SC 9335-1 の 5.3 による ほ 力 \ 次に よる。 
19.101 の 試験 は， ほかの 試験 後， 行う。 

6. 分類 分類 は， JISC9335-1 の 6. による。 ただし， 6.2 は， この 規格に よる。 
6.2 J1S C 9335-1 の 6.2 による ほか， 次に よる。 

洗濯 用 大形 ボイ ラ 及び 家畜 用 飼料 ボイ ラは， IPX3 以上で なければ ならない。 
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7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， JISC 9335-1 の 7. による。 ただし， 7.1 及び 7.12 は， この 規 

格に よる。 

國 IIS C 9335-1 の 7.1 による ほか， 次に よる。 

清掃の ために， 一部分 水中に 浸せき する 機器 は， 最高 浸せき レベル 及び 次の 内容 を 表示し なければ なら 
ない。 

この レベルよ り も 上に 浸せき して はならない。 

やかん 1 び靂 SMt き^ス 上に は， 定格 容量まで 給水され たこと を 表示す る 水位 マーク 及び ほかの 手段が 

付いていなければ ならない。 ただし， 定格 容量 以上に 給水で きない か， 又は 一杯に 給水した ときに， 15.2 

の 試験に 耐えられる 場合 は， この 限りで ない。 やかん^び 熏氡 M 渑ポ. え 上 を 給水 位置に している とき， こ 
の 表示が 見えなければ ならない。 この 水位 マークが 自明で ない 場合， やかん 1 び 霉き保 過 H 上の 外側に 
この マークに ついての 言及が 付いていなければ ならない。 これ は， やかん R び 重 疆 f _ッ_ 上が， 通常 使 
用 位置に あるとき， 見える もので なければ ならない。 
圧力な ベの ふたの 閉止 位置が 明白で ない 場合， この 位置 は 機器の 上に 表示され なければ ならない。 
コ一 ドレス やかんの 附属の スタン ドに は， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 
- 製造業 者 若しくは 責任 を もつ 販売者の 名称， 商標 又は 識別 マーク。 
- モデル 又は タイプ。 

7.12 JISC 9335-1 の 7.12 による ほか， 次に よる。 

機器 用 イン レツ トを 組み込んで おり， 清掃の ために， 部分的 又は 完全に 浸せき される 機器の 取扱説明書 
は， 機器 を 清掃す る 前に その コネクタ を 外さなければ ならない 旨， 及び 機器 用 イン レット は， 機器 を 再度 
用いる 前に 乾燥し なければ ならない 旨 を 記載し なければ ならない。 

自動 温度調節 器 を 組み込んで いる コネクタと ともに 用いる 機器の ための 取扱説明書に は， 該当する コネ 
クタ だけ を 用いなければ ならない 旨 を 記載し なければ ならない。 

やかん 1 び S ぎ^^! ポク. 上 は， 熱湯が 飛び出 し て 危険が 発生す るお そ れ がない よ う な 構造で ある 場合 を 
除き， 取扱説明書に は， やかん R び 霊気 义 上に 水 を 入れす ぎた 場合， 熱湯が 飛び出す ことがある 旨 
を 記載し なければ ならない。 

ハンドル （取っ手） よ り 下に 位置す るふた の 開口部から 給水す る やかん 1 び霪 保 M す^/ __ヒ の 取扱 説明 
書に は， 次の n 告の 内容 を 記載し なければ ならない。 

"警告 ： 蒸気が ハンドルに かからな いよう に， ふたの 位置 を 決めなければ ならない。" 

備考 101. 蒸気が ハンドルに かからな いように ふた を 閉める ことができる 場合， この 警告 は必 
要ない。 

"警告 ： 水が 沸騰して いる 間 は， ふた を 外して はならない。" 

コードレス やかんの ため の 取扱説明書に は， やかんが 附属の スタンド だけ を 用いるべき 旨 を 記載し な け 
れ ばなら ない。 

やかん 1 び 攝ポク _ 上 又は コードレス やかんの スタンド 力、 やかんの ハンドル （取っ手） を 握る こ 
とに よつ て， 一緒に 持ち上げる こ と がで き る 場合， 取扱説明書に は 次の 注意 を 記載 し な ければ な ら ない。 
"注意 ： やかん を スタンドから 取り去る 前に， スィ ツチが 切れて いる こと を 確かめなければ ならない。" 

ほ 乳 瓶 ヒータの ための 取扱 説 明 書 は， 次の 内容 を 記載 しな けれ ばな ら ない。 
一 食品 は， あまり 長く 加熱して はならない 旨。 
一 正しい 食品 温度 を 超えて いない かどう か を 点検す る 方法。 

通常， 使用 後 清掃され， 清掃の ために 水中に 浸せき しない 機器の 取扱説明書に は， 機器 を 浸せき して は 
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ならない 旨 を 記載し なければ ならない。 

備考 102. この 要求 事項 は， 通常， コー ヒメ 一力， 牛乳 沸かし， 圧力な ベ， 調理な ベ， スロー クッ 力， 
蒸し器 及び ヨーグルト メ一 力に 適用され る。 
圧力な ベの 取扱説明書に は， 蒸気 を 逃す ための 圧力 調整 装置 中の ダクト は， 閉 そく （；堪） されて いない 
こと を 確認す るた めに， 定期的に 点検し なければ ならない 旨 を 記載し なければ ならない。 また， その 容器 
を 安全に あける 方法の 詳細 を 示し， 圧力が 十分に 減少す るまで， 容器 を あけて はならない 旨 を 記載し なけ 
れ ばなら ない。 

卵 切り 器 装置が 付いている 卵 ゆで 器の 取扱説明書 は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 
"注意： 卵 切り 器に よる， けがに 注意し なければ ならない。" 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JIS C 9335-1 の 8. による。 ただし， 
8.1.2 は， この 規格に よる。 

8.1.2 JISC 9335-1 の 8.1.2 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 コードレス やかんの スタンドの 接続 装置 は， コンセント と は 考えない。 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， JISC 9335-1 の 10. による。 

國 温度 上昇 温度 上昇 は， JISC 9335-1 の 11. による。 ただし， 11.2, 11.4， 11.6, 11.7 及び 11.8 は， この 

規格に よる。 

11.2 JISC 9335-1 の 11.2 による ほ 力、， 次に よる。 

可搬形 機器 は， 試験 枠の 壁から 離して 試験す る。 
11.4 JIS C 9335-1 の 11.4 による ほ 力、， 次に よる。 

モータ， トランス 又は 電子回路 を 組み込んで いる 機器で， 温度 上昇限度 値 を 超える 場合， また， 入力が 
定格 入力よ り 低い 場合 は， 拔 器に 定格 電圧の 1.06 倍で 給電して 試験 を 繰り返す。 

■ JISC 9335-1 の 11.6 による ほか， 次に よる。 
複合 機器 は， 加熱 機器と して 試験す る。 

■ JISC 9335-1 の 11.7 を， 次のように 置き換える。 
機器 は， 11.7.101 〜： U.7.105 に 規定され た 期間， 運転す る。 

11.7.101 温度 制限 器 を 組み込んで いる やかん （湯沸かし） に対して は， 温度 制限 器 は， 動作した 後 1 分 経 
過 後， 又は， その後 できるだけ 早く 復帰させる。 試験 は， 温度 制限 器が 2 回目に 作動した 後に 終了す る。 

自動 温度調節 器 を 組み込んで いる やかんに 対して は， 試験 は， 水が 温度 95 でに 達してから 15 分 後に 終 
了す る。 その他の 湯沸かし に対して は， 試験 は， 水が 95 °C に 達してから 5 分 後に 終了す る。 
11.7.102 やかん 以外の 水 を 沸騰させる ための その他の 機器， 卵 ゆで 器， 牛乳 沸かし， ほ 乳 瓶 ヒータ， 調理 
なべ， 洗濯物 ボ イラ， 家畜 用 飼料 ボイ ラ， 殺菌 装置 及びに かわな べに 対して は， 試験 は， 次の 場合に 終了 
する。 

一 温度 制御装置がない 機器に 対して は， 容器 中の 水が 95 °C， 又は この 温度より 低い 場合 は， それが 達 

する 最高 温度に 達してから 15 分 後。 
一 温度 制御装置 を もつ 可搬形 機器に 対して は， 温度 制御装置が 最初に 作動して から 15 分 後。 
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一 温度 制御装置の 付いた 固定 形 機器に 対して は， その 温度 制御装置が 最初に 作動して から 30 分 後。 
一 連続 音響 信号， 又は 5 秒 未満の 間隔で 繰り返される 音響 信号が 鳴って から 1 分 後。 
― 卵 を 保温す る 装置の 付いた 卵 ゆで 器 及び 液体 を 保温す るた めの 加;^ 面 を もつ 機器 は， 定常状態になる 
まで。 

11.7.103 スロー クッ 力， ヨーグルト メーカ 及び 蒸し器 は， 定常状態になる まで 運転す る。 スロー クッカ は， 

取扱説明書に 記載され ている 場合， 乾燥 状態で 予 熱される。 

11.7.104 エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 取扱説明書に 従って 運転す る。 コーヒ フィル 夕に， 指定 最大 量の 
コーヒ を 入れる ための 指示され た タイプの 最大 量の 新鮮な コーヒ を 入れる。 抽出 時間の 後に， 1 分 間 又は 
取扱説明書に 記 戦され た 休止 期間が 長い 場合， その 期間の 休止 時間 を と る。 水 容器 は， 休止 時間 中に 再び 

給水す る。 

蒸気 又は 温水 を 供給す るた めの ァゥ ト レツ トを もつ エス プ レツ ソコー ヒメ一 力に 対して は， 各 休止 時間 
の 前， コーヒ 抽出 時間の 直後に， 蒸気 又はお 湯の 取扱説明書 中に 示された 時間， 供給 を 続ける。 
備考 蒸気 は， 冷水 容器 中に 吹き込まれる。 
エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 定常状態が 確立され るまで 運転す る。 

その他の コー ヒメ 一力 は， 取扱説明書に 従って， 最大 量の コーヒ を 作る のに 必要な 時間 運転す る。 それ 
から， できる 限り 早く コンテナに 給水し， コー ヒメ 一力 を 再び 運転す る。 

この 手順 を， 定常状態になる まで 繰り返す。 
11.7.105 璽^立 せ 至隆丄 圧力な ベ は， 最高 調理 圧力に 達した 後に IS 分 間 運転す る。 
■ JIS C 9335-1 の 11.8 による ほか， 次に よ る。 

機器 用 コネクタ 力、 自動 温度調節 器 を 組み込んで いる 場合， イン レットの ピンの ための 温度 上昇限度 値 
は， 適用し ない。 

モータ， ト ラ ンス 及び それらに よって 直接 影響 を 受ける 部分 を 含む 電子回路の 構成 部品の 温度 上昇限度 
値 は， その 機器が 定格 入力の 1.15 倍で 運転され ると き， 超過しても よい。 

12. (規定な し） 

13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC9335-1 の 13. によ 

る。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， JIS C 9335-1 の 14. に よ る。 

國 耐湿性 耐湿性 は， JISC 9335-1 の 15. による ほか， 次に よる。 ただし， 15.2 は， この 規格に よる。 
15.2 JIS C 9335-1 の 15.2 による ほか， 次に よる。 

試験 は， 機器 用 コネクタ を 正しい 位置に 置いた ときに 限り 実施で きる。 

疑義が ある 場合， こぼし 試験 は， 機器 を 5° 以下の 角度で， 通常の 使用 位置から 傾けて 実施す る。 
口 を 通して 給水す る やかん は， 口 を 最も 高く して， 水平面に 対して 20° の 角度の 傾斜面で も 試験 をす る。 
やかんに， 食塩 含有率が 約 1 % の 水 を， 表示が 給水 位置から 見える 場合 は 最高 水位まで， そうでない 場合 
は 水が やかん か ら あふれる ま で 入れる。 そ の 後， やかんの 定格 容量の 15 % の 量 をで きる だ け 早 く 追加 し て 

入れる。 

コードレス やかんに ついては， やかん を 水平面 上に 置いた 試験 を 行う 力、 やかん を スタンドの 上に 置い 
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た 状態， また 置かない 状態で 両方 行う。 口 を 通して 給水す る やかんの 追加 試験 は， コードレス やかん をス 
タン ド から 外した 状態 だけで 行う 力、 16.3 の耐 電圧 試験 を 行う とき は， やかん を スタンドに 戻す。 
15.101 清掃の ために， 部分的 又は 完全に 水中に 浸せき される 機器 は， 浸せき の l^i を 受けない ように 十 
分な 保護 を もたなければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 この 試験 は， 3 個の 追加 機器に ついて 行う。 

機器 は， 自動 温度調節 器が 最初に 作動す るまで， 定格 入力の 1.15 倍の 入力で 通常 動作 状態で 運転す る。 
自 動 温度調節 器が な レ 、機器 は ， 定常状態が 確立 される ま で 運転す る 。 

機器 は 電源から 外し， 機器の コネクタ を 引き抜く。 機器 は， 直ちに 10 °C〜25 °C の NaCl を 約 I % 含む 
水に 全部 浸せき する。 ただし， それらが 最高 浸せき レベル を 表示して いる 場合に は， この レベルより 50mm 
深く 浸せき する。 

1 時間 後， 機器 を 塩水から 取り出し， 乾燥し， 16.2 の 漏え い 電流 試験に かける。 

備考 機器 用ィ ン レットの ピンの 回 り の 絶縁から 湿気 を 完全に とる よう 注意す る。 
この 試験 は 更に 4 回 実施し， その後， 機器 は， 表 4 に 規定され た 電圧で， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えな け 

れ ばなら ない。 

5 回目の 浸せき の 後， 最高の 漏え い 電流 を もつ 機器 を 分解し， 沿 面 距離 及び 空間 距離が， 29. の 値 以下に 
減少す るお それが ある 絶縁 上の 水の こん 跡がない こと を， 検査に よって 確認し なければ ならない。 

残りの 2 個の 機器 を， 定格 入力の 1,15 倍で， 240 時間 通常 動作 状態で 運転す る。 この 期間の 後， 機器 を 
電源から 切り離し， 再び 1 時間 浸せき する。 機器 を 乾燥し， 表 4 に 規定され た 電圧で， 16.3 の耐 電圧 試験 
にかけ る。 

検査で， 沿 面 距離 及び 空間 距離が， 29. の 値 以下に 減少す るお それが ある 絶縁 上の 水の こん 跡がない こと 
を 確認し なければ ならない。 

15.102 コードレス やかんの スタンドの 接続 装置 は， それらの 接続 装置が， 水に よる 影 U を 受けない よう 
な 構造で なければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

スタンド を 水平面 上に 置き， 食塩 含有率が 約 1% の 水 30 ml を， 高さ 200mm から 接続 装置に 注ぐ。 溶液 
は， 2 秒 間に わたり， 内径 8 mm の 管 を 通して 定常 的に 注ぐ。 

それから， スタンド は， 16,3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 しかし， 強化 絶縁に 対する 電圧 は， 
2 500 V に 低減す る。 

1^^! …-^ 1 全 着！^ き^も^^^ 2 ェ! も… 容 M 耷取 立^^た ゆき S 全^ はな ヒよ H な 2 て 
ヒ な-は— れ H 土^ ヒ 。一 

霧 M おき * 本 ¥1S 煮. し! l_i ぶ^： 鬣に 夂：？ス黨^^ 苤ゃ まあに 魅: t§i ぶ-? > 堡^^お ヒ:^ …諮^ 
は， 器 体が 冷えて いる 状態で 行う。 



^作 権 法に よ り 無断での 複^, ポム : 捣， は^ 止されて お り ま す。 
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注水 口の 内径 は 
直径 8 mm とする 



栓を 抜き 落下させる 



100 mL の 水 



単位 




注水 高さ は， 器 体 
上端 面に 合わせる 



U 1 ^ ~" W 

図 1 注水 試験 

よ 韶き 里 た 直 逢に し iitu しび .3— に 鍵ん^ is 廷 憩き 1 耐えし か 2 しお 1^1 ^び 室 塑^ 

て はならない。 



16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 16. による。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， JISC 9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 JISC 9335-1 の 18. は， この 規格で は 適用し ない。 

國 異常 運転 異常 運転 は， JISC 9335-1 の 19. による ほか， 次に よる。 ただし， 19. ト 19.4， 19.7 及び 19.13 

は， この 規格に よる。 

19.1 JIS C 9335-1 の 19.1 による ほか， 次に よる。 

やかんに は， 19.2 の 試験 を 行わない。 

やかん はまた， 19.4 に 適合す るた めに 使用者に よって セッ ト しなおす こ とがで きない 非 自己 復帰 形 温度 
過 昇 防止 装置 を 組み込んだ 機器 を 除き， 19.101 の 試験に も かける。 

19.101 への 適合 を 自 己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置の 動作に 頼つ ている やかん は， 19.102 の 試験に も かける。 

19.2 J1SC 9335-1 の 19.2 による ほ 力、， 次に よる。 

機器 は， 試験 枠の 壁に 可能な 限り 近づけて 配置す る。 それら は， ふた を あける か 又は 閉じる かの 状態の 
うち， いずれ かより 不利な 方の 状態に して， 空の ままの 状態で 試験す る。 

19.3 9335-1 の 19.3 による ほ 力、， 次に よる。 

やかん^び す 1ス 上 は， 空に して， 定格 入力 us 倍で 運転す る。 

やかん 1 び え 上に， 電熱 素子 を カバーす るのに 十分な 水 を 入れても 試験す る。 容器 内部に 電 

熱 素子が 配置され ていない 場合 は， 10mm の 深さまで 水 を 入れる。 ふた は， あける か 又は 閉じる 力 \ いず 
れ かよ り 不利な 状態と する。 

19.4 JISC 9335-1 の 19.4 による ほか， 次に よる。 

圧力な ベの 圧力 調整 装置 は， 各 保護 装置と ともに， 順番に 運転で きないよ うにす る。 



著作権法 により 無断での^ お， も、 は^ 止されて おります。 
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19.7 J[SC 9335-1 の 19.7 による ほ 力、， 次に よる。 

ポ ン プを 組み込んだ ェ スプ レツ ソコー ヒメ 一力 は， 5 分 間 運転す る 。 

圧力 なべの 圧力 緩和 装置 は， 19.4 の 試験 中 に， 圧力が 350 kPa に 達する 前に 作動 し な ければ な ら ない。 
19.13 JISC 9335-1 の 19.13 による ほ 力、， 次に よる。 

19.101 やかん は， 厚さ 約 20mm の ベニヤ板の 上に 置く。 19.4 の 試験 中に 動作す る 温度 過 昇 防止 装置 は 短 
絡し， やかん は， 定格 入力の 0.85 倍 か 又は 1.15 倍のう ち， いずれ か 不利な 方で 空で 運転す る。 
試験 中， 炎 はやかん のェン クロージャ 内に あり， 支持 面に 着火して はならない。 
試験 後， 充電 部に 可 触で きて はならない。 

備考 1. やかんが 2 個 以上の 19.4 の 試験 中に 動作す る 温度 過 昇 防止 装置 を 組み込んで いる 場合， 
それら を 順次 短絡す る。 
2. 19.13 は， 適用し ない。 
19.102 自 己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 を 二つ 組み込んで いる やかん は， 一方の 温度 過 昇 防止 装置 を 短絡し 
て 運転す る。 やかん は， 定格 入力の 0.85 倍 か 又は 1.15 倍のう ち， いずれ か 不利な 方で 空で 運転す る。 

もう 一方の 温度 過 昇 防止 装置が 動作して 2 秒 以内に， やかん を 15 °C±5 °C の 温度の 水で 満たす。 1 分 後， 
やかん を 空に する。 
試験 は， 100 回 行う。 

備考 19.13 は， 適用す る。 
19.103 着脱で きる 液体 容器 を もつ 機器に 対して は， その 液体 容器が 不適切な 位置に 置かれた 場合， 一つ 
の 容器 か ら 別 の 容器 ま で の 自 動 移動 によって 電気 的 危険が 生 じて はならない。 

適否 は， その 受容 器 を 不適 正に 配置す るか， 取り外して 機器 を 組み立てる ことによって 判定す る。 排水 
用 パイプ は， より 不利になる 場合， 不適 正に 配置す る。 機器 は， 11. に 規定す るよう に 運転す る 力、 ただ 1 
サイクル だけと する。 

機器 は， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 検査に よって， 沿 面 距離 及び 空間 距離が， 29. に規 
定す る 限度 値 以下 に 減少す るお そ れがぁ る 水の こん （痕） 跡が な いこと を 確認 し な ければ な ら ない。 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335-1 の 20. による。 

國 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による ほか， 次に よる。 

備考 ガラス 部分の 破壊 は， 8.1 及び 15.101 との 適合が 阻害され ない 場合 は， 無視す る。 

22. 構造 構造 は， JISC 9335-1 の 22. による ほか， 次に よる。 ただし， 22.6 及び 22.7 は， この 規格に よる。 

22.6 JIS C 9335-1 の 22.6 による ほ 力、 次に よる。 

排水孔 （ドレ ン孔） は， 直径 5 mm 以上 か 又は 面積 20 mm 2 以上 （幅 3 mm 以上） でなければ ならない。 
適否 は， 測定に よって 判定す る。 

22.7 JIS C 9335-1 の 22.7 による ほ 力、， 次に よる。 

エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 定格 容量まで 水 を 満たし， 定格 入力で 運転す るが， コーヒ フィルタ は閉 
そくし， 蒸気の 供給 用の バルブ は 閉じる。 到達した 最大 圧力 を 測定し， 機器 は， 5 分 間 この 圧力の 2 おの 
圧力 を かける。 

エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 破裂して はならず， 自己 復帰 形の 圧力 緩和 装置 を 通す 以外の 漏れが あつ 
て はならない。 また， 機器 は， その後の 使用に 適して いなければ ならない。 



法に よ り 無断での 複製， 等 はお 止 さ れ てお り ま す。 
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圧力 を 制限す る 制御装置 は 作動し ないよう にし， その 機器 は， 最高 圧力 を 決定す るた めに， 記述 どおり 
に 再度 運転す る。 

機器 は， 爆発して はならず， また， 危険な 蒸気の 噴出が あって はならない。 もし， 意図的に 弱くした 部 
分が 破裂す る 場合 は， 試験 は， 2 台 目の 機器で 繰り返し， 同一の モードで 終了し なければ ならない。 

備考 101. 過 圧力 は， 外部の 圧力 源から 供給しても よい。 エスプレッソ コー ヒメ 一力 力、 コーヒ を 入 
れる ための 通常の 温度に なって いるよう 注意す る。 

102. 蒸気 バルブが 蒸気 発生 開始 用 スィッチに 連結して いる 場合， この 連結 部 は 最大 圧力 を 測定 
している 間， 乱して はならない。 

103. 爆発に よる 危険 を 回避す るた めに， 十分な 安全 措置 を 取らなければ ならない。 

圧力 を 制限す る 制御装置 は 動作し ないよう にし， その 機器 は， 最高 圧力 を 決定す るた めに， 記述 どおり 
に 再度 運転す る。 機器 は， 爆発して はならず， また， 危険な 蒸気の 噴出が あって はならない。 もし， 意図 
的に 弱くした 部分が 破裂す る 場合， 試験 は， 2 台 目の 機器で 繰り返し， 同一の モードで 終了し なければ な 
ら ない。 圧力な ベの すべての 圧力 調整 装置 及び 圧力 緩和 装置 は 作動し ないよう にし， ふた を 閉じる。 圧力 
は， 定格 調理 圧力の 6 倍まで， 徐々 に 水圧に よって 増大す る。 容器 は， 破裂して はならない。 
22,101 やかん S び 保竭ぜ „ッ …ヒ は， ふた 力、 水 を 注ぎ 出す ときに 離れて 落ちない ような 構造で なけれ 
ばなら ない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

やかん H 零寫 显竭す ヒ? 上に， その 定格 容量まで 水 を 入れ， その ふた を 取扱説明書に 従って 閉じる。 や 
かん 攻_ び * 鱼 ftiyi ッ …ヒ は， 定格 電圧で 給電され， 水が 沸騰す るまで 運転す る。 水の 約 90% 力、 通常の や 
り 方で やかん^^ 電 M 保 慂_ギ_ズ上 から 注ぎ 出される。 ふた は， 落下して はならず， 水 は 口から だけ 放出 さ 
れ なければ ならない。 

22.102 やかん^び _ 雷 優竭ぜ __ッ_ 上 は， 通常 使用で 用いる とき， 使用者 を 危険に さらす おそれが ある 突然 
の^ 気 か 又は 熱湯の 噴出がない ような 構造で なければ ならない。 

備考 通常 使用と は， ふたの 位置 及び ハンドル をつ かむ ときに 使用者の 手と 思われる 位置に 関する 取 
扱 説明書 を 考慮した ものである。 
適否 は， 11. の 試験 中の 検査に よって， 判定す る。 
22.103 コードレス やかんの 機器 用 力 ブラ は， 通常の 使用 中に 発生す る 応力に 耐える ような 構造で なけれ 
ばなら ない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

やかんの 2 個の 充電した ピン は 共通 接続し， 外部 抵抗 負荷 を 電源と 直列に 接続す る。 やかんに 定格 電圧 
で 供給す ると き， 定格 電流の 1.1 倍の 電流 となる よう な 外部 負荷 とする。 

やかん は， その スタンド 上に 配置し， 約 10 回 Z 分の 速度で 10 000 回 引き 外す。 試験 は， 電流 を 流さず 
に， 更に 10 000 回 続ける。 

試験 後， やかん は， その後の 使用に 適さなければ ならない。 また， 試験 後， 8.1， 16.3， 27.5 及び 29.1 と 

の 適否 は， 阻害され て はならない。 
試験 は， 接触 接点が 負荷 時に 入 • 切 する ことができない 場合， 電流 を 流さずに 実施す る。 

22.104 転倒す るお それが ある 3 L より 大きい 定格 容量 を もつ， 水 を 沸騰させる 可搬形 機器 は， 放出 速度 

が 制限され る よ う な 構造で な ければ な ら ない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る 力 5 ， 機器に は， コード セット 付の イン レット を 取り付ける。 
機器 は， 取扱説明書に 従って， ふた を 閉じた 状態で， その 定格 容量まで 水 を 満たす。 機器 は， 任意の 通 



お 作 権 法に よ り 無断での 複製， 戦 等 は^ 1 にされ てお ります。 
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常の 使用 姿勢で 水平面 上に 配置す るが， 最も 不利な 結果 を 生じ るよう に 位置に 配置す る。 

その 平面 は， ゆっくりと 角度 25° まで 傾斜す る。 機器が 転倒した 場合， この 位置に 10 秒 間 放置し， そ 

れ から， その 通常の 位置まで 戻す。 水の 残存 量 を 測定す る。 水の 放出 速度 は， 次の 式に よって 求める。 

D _60{C-C 2 ) 
t 

ここに， D: 液体の 放出 速度 （し/ min) 
C, ： 定格 容量 （L) 
C 2 ： 液体の 残存 量 （L) 
t ： 放出 時間 （秒) 。 これ は， 機器が 転倒 したと きから 測定す る 。 

放出 速度 は， 16L/ 分 を 超えて はならない。 

備考 傾いた 平面での 機器の 滑り を 防止す るた めに， 適切な 手段 を 用いても よい。 
22.105 水 を 沸騰させる ための 固定 機器 は， 容器が 直径 5 mm 以上 又は 面積 20 mm 2 以上 （幅 は 3m m 以上） 
の 開口部 を 通して， 常に 大気 中に あいている ような 構造で なければ ならない。 開口部 孔は， 通常の 使用 状 
態で， ふさがれる おそれがない 位置に なければ ならない。 

機器が， 蒸気 又は 水の オーバ フロー （あふれ） を 放出す るた めの 装置 を もつ 場合 は， 放出 用 開口部 孔は， 
機器の 底 部に あ り ， 下向 き に 垂直に 放出 し な ければ な ら ない。 

適否 は， 検査 及び 測定に よって 判定す る。 
22.106 エスプレッソ コー ヒメ 一力 は， 容器 内に 危険な 圧力が 残って いる 間， 簡単な 操作で コ一ヒ フィル 
夕 を 取り 外せ ないよう な 構造で な ければ な ら ない。 

適否 は， 検査に よって 判定す る。 

備考 この 要求 事項 は， コーヒ フィルタ を 30° 以上の 角度 を 回転した 後に 外す ことができる 場合 
は， 適合して いると 考える。 
22.107 圧力が ま は， 過度の 圧力 又は 温度 を 抑制す る 非 自己 復帰 形 圧力 緩和 装置 を 組み込んで なければ な 
ら ない。 

適否 は， 目 視検查 によって 判定す る。 
22.108 圧力な ベ は， 容器 中の 圧力が 過度で ある 間 は， ふた を 外す ことができな いような 構造で なければ 
ならない。 ふた を 危険な しに 外す ことができる ような 値にまで， 容器 内の 圧力 を 解放す るた めの 手段 を， 
組み込まなければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

圧力な ベ は， 圧力 調整 装置が 最初に 作動す るまで， 11. に 規定す るよう に 運転す る。 

それから， 圧力な ベ は 電源から 遮断し， 容器 内の 圧力 を 4kPa になる まで 減らす。 100N の 力 力、 ふた， 

又は ハンドル （耳乂 つ 手） を 握る ことができる 最も 不利な 点に 加えられる。 ふた を 外す ことが 可能であって 

はならない。 

それから， 内圧 は 100N の 力 を 保持しながら， 更に 徐々 に 低減す る。 ふた を 外した とき， ふたの 危険な 
変位が あって はならない。 

この 試験 は， 圧力な べに ついては， ふた を 外す 前に 容器 内の 圧力 を 制御した やり方で， 自動的に 低減し 
ている こ と を 保証す るね じ 締め 器具， その他の 装置に よって ふた を 固定して いる 場合に は 行わない。 
22.109 ほ 乳 瓶 ヒータ は， 加熱 時間が 完了した こと を 示す ための 可視 信号 又は 可聴 信号 を 放たなければ な 
ら ない。 

適否 は， 11. の 試験 中の 検査に よって 判定す る。 



紫 作 権 法に より 無断での U， 転載 等 は 禁止され ております。 
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23. 内部 配線 内部 配線 は， JIS C 9335-1 の 23. に よ る。 

24. 部品 部品 は， JISC 9335-1 の 24. による ほか， 次に よる。 ただし， 24.1.3， 24.1.4， 24.1.5 及び 24.4 は : 

この 規格に よる。 

24.1.3 JIS C 9335-1 の 24.1.3 による ほか， 次に よ る。 

エスプレッソ コー ヒメ 一力 中に 組み込まれ， 抽出 又は 蒸気 吐出し を 開始す るた めの スィッチ は， 10 000 

サイクル 動作の 試験 を 行う。 . 

24.1.4 JIS C 9335-1 の 24 丄 4 による ほ 力、， 次に よる。 

19.101 の 試験に 適合す るのに 要求され る 自己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 は， 3 000 サイ クル 動作の 試験 を 行 

う。 

24.1.5 JIS C 9335-1 の 24.1.5 による ほか， 次に よる。 

自動 温度調節 器， 温度 過 昇 防止 装置， 又は ヒューズ を コネクタ 中に 組み込んで いる 機器 用 力 ブラに は， 
次 を 除いて， 1EC 60320-1 を 適用す る。 

- コネクタの アース 接点 は 接触で きても よい。 ただし， この 接点が コネクタ を 挿入 又は 引き抜く とき 

に， 握られる おそれがない ときに 限る。 
一 18. の 試験の た め に 要求 される 温度 は， この 規格の 11. の 温度 上昇 試験 中に 機器 用 イン レツ トの ピン 

について 測定した 温度で ある。 
一 19. の 遮断 容量 試験 は， 機器の イン レット を 用いて 実施す る。 
一 21. の 中で 規定され る通電 部分の 温度 上昇 は， 測定し ない。 
備考 101. 温度 制限 装置 は， 1EC60320-1 の 温度 シートに 適合す る コネクタ では 認められない。 

24.4 JIS C 9335-1 の 24.4 による ほ 力 \ 次に よる。 

備考 こ の 要求 事項 は， やかん とコ一 ドレス やかんの ス夕 ン ド との 間の 接続に は 適用 しない。 
24.101 19.4 に 適合す るた めに， やかん 以外の 機器に 組み込まれる 温度 過 昇 装置 は， 非 自己 復帰 形で なけ 
れ ばなら ない。 しかし， 固定 形 湯沸かし器 に対して は， 10 000 サイクル 動作 試験 を 実施して いる 場合に， 
自己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 を 用いる こ とがで き る。 
適否 は， 目視 検査 及び 19.4 の 試験 中に 判定す る。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による。 ただ 
し， 25.1， 25.5, 25.7, 25.8 及び 25.22 は， この 規格に よる。 

25.1 JIS C 9335-1 の 25.1 による ほ 力 \ 次に よる。 

IEC 60320 において 標準化 された 機器 用 イン レツ ト 以外の 機器 用 イン レツ トを 組み込んで いる 機器 は， 
コード セットに よって 給電 し な ければ な ら ない。 

25.5 J1SC 9335-1 の 25.5 による ほか， 次に よる。 

Z 形取 付け は， 卵 ゆで 器， ほ 乳 瓶 ヒータ， 蒸気 殺菌 装置， ヨーグルト メーカ 及び コードレス やかんの ス 
タン ド に対して， 許容す る。 

25.7 JISC 9335-1 の 25.7 による ほ 力、， 次に よる。 

家畜 用 飼育 ボイ ラの 電源 コード は， ポリ クロ 口 プレン 被^して いなければ ならない。 
25.8 丄 IS C 9335-1 の 25.8 による ほ 力、 次に よる。 

定格 電流 10 A 以下の 可搬形 機器 は， 長さが 2 m 未満で ある 場合， 公称 断面 積の 0.75 mm 2 の 電源 コード 
を 組み込んでも よい。 



著作権法 により 無断での ヒ j， 転載 等 は 禁止され ております。 
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?^?....J^.C9335-1__^ 

霪邁三 二- ビ-に 過度 P 靈カカ ，ゆ.:?^ * 龟 …や-は^^ど^ 傷臺 ^嫂^ 2 なお^お i^k^miM にあ 2ェ 
_(_ま_， …ヌダ ネス __ヒ さズ. え グ^ J1 ヒ ヒ。… 

25.101 やかん^び 熏 §煙攝#:ノ_上 用 電源 コード （ら旋 状に 置かれた もの は 除く。） は， 7 5 cm より 長くて 

はならない。 な だ し 丄_ ス 上ズ- ええき- &ヒ さ; Ml (あ —ぶ" 鼠 
適否 は， 測定に よって 判定す る。 

コードレス やかんが， コード 巻込み 装置 を もつ 場合， その コードの 長さ は， できる 限り 多くの コード を 
巻き込んだ 後に 測定す る。 

備考 コードの 長さ は， プラグと コー ド 又は コ ― ドガ 一 ドカ犲 幾 器に 入る 点 と の 間で 測定す る 。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， JISC 9335-1 の 26. による。 

27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JISC 9335-1 の 27. による。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， JISC 9335-1 の 29. による。 

ただし， 29.2 は， この 規格に よる。 

29.2 JIS C 9335-1 の 29.2 による ほか， 次に よる。 

マイクロ 環境 は， もし， 絶縁が 機器の 通常 使用 中に 生成され た 蒸気からの 結露に よって 汚染され るか も 
しれない 場合， 汚染 度 3 である。 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.1 及び 30.2 は， この 

規格に よる。 

30.1 JIS C 9335-1 の 30.1 による ほか， 次に よる。 

コー ヒメ 一力， 卵 ゆで 器， 蒸し器 及び やかんに ついては， 19.4， 19.5 及び 19.101 の 試験 中に 発生す る 温 

度 上昇 は 考慮し ない。 

30.2 JIS C 9335-1 の 30.2 による ほか， 次に よる。 

水 蒸留器 並びに 液体 及び 食品 を， ある 特定の 温度に 維持す る 機器に 対して は， 30.2.3 を 適用す る。 
その他の 機器に 対して は， 30.2.2 を 適用す る。 

疆 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， JISC 9335-1 の 31. による。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による。 



著作権法 により 無断での 複«， (fe 載^け^ 止されて おります。 
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附属 書 



J【SC 9335-1 の 附属 書に よる。 ただし， 附属 書 C は， この 規格に よる。 



附属 書 C (規定) モータの 劣化 試験 



JIS C 9335-1 の 附属 書 C による ほか， 次に よる。 

附属 書 C 表 1 の/? の 値 は， 2 000 である。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2-15 ： 2004 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-15 部 ： 液体 加熱 機器の 個別 要求 事項 


IEC 60335-2-15 ： 2002 Household and similar electrical appliances — Safety — 
Part 2-15 : Particular requirements for appliances for heating liquids 


■) JIS の 規定 


■ 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 
の 項 目 ご と の 評価 及 びその 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国 P 祭繊 各との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 文 横 


項目 
备可 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 

範囲 


定格 電圧が 250 V 以下の 家 
庭 用 液体 加熱 機器の 安全 
性 


IEC 

60335-2- 
15 


1 


JIS に 同じ。 

ただし， 電気が ま 及び 
電気 保温 ポ ットを 追 
加。 


MOD/ 
追加 




JIS では， 日本で 用いられ ている 電気が 

ま 及び 電気 保温 ポッ トを 定義に 追加 
し， 適用 を 明確に した。 


2. 引 用 
規格 


■ C 9335-1 による 画 


IEC 

60335-2- 
15 




國 に 同じ。 


IDT 
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( I ) JIS の 規定 


/ TT ヽ Frl にかァ 

(II) 国際 


(III) 国際規格の 規定 - 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 


(V) jis と 国!^^ 格との 技 fttrtw 差異の 埋甶 






ほ i 义丧 -き 






の 項 目 ごとの 評価 及 びその 内容 


17, r に 八; wtd" 街 
汉ひマ 1 芡 のメ孓 束 












表不 箇所 


• 本体 














ホ -h* 

表不カ 法 


« Jbr 、シ白 /T^ "TT ^F^l 

• だヽ 線の ほ 




項目 


内容 




項目 


内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




番号 






番号 




の 評価 






3. 定義 


各 製品の 通常 動作， 製品の 


IEC 


3 


3.1.9.105 


MOD/ 


JIS は， IEC 規格で 考 


電: ^力、 ま， 菴ノヌ 〜保/品 ホッ 卜の 扱い を 明 




/£ 我 


60335-2- 




圧力が ま は， 取扱 説明 


変更 - 


慮され ていない 電気 


T や /し 

確 化。 




3.1.9.105 


15 




書に 従って 運転す る 


追加 


がま， 電気 保温 ポッ ト 






電気が ま を 除 く 圧力が ま 






が， 容器に は 深さ 25 




を 定義し， 圧力が まの 






は， 取扱説明書に 従って 運 






mm まで 水 を 入れる。 




通常 動作 条件から 電 






転す る 力ま， 容器に は 深さ 25 










気が ま を 除いた。 






mm まで 水 を 入れる。 










なお， 電気 保温 ポッ ト 






3.201 










とやかん との 区別と 






電気が ま (rice cooker) 電 






電気が ま 及び 電気 保 




して は， 電気 保温 ポッ 






熱 を 利用し， 主と して 米飯 






温ポッ トの 定義な し。 




トは， 使用 中に 人が 離 






を 自動的に 炊き 上げる 器 










れて もよ い 器具で あ 






具。 保温で きる 機能 を もつ 










る と した。 






もの も 含む。 
















3.202 
















電気 保温 ポ ッ ト （electric 
















tnermal insulation pot) b£ 熱 
















を 利用し， 発熱 体と 容器 を 
















/ふ 卜 1 ふ 、、曰 -キ、 r 1 r^f 

一体にした， 湯 を^ P かし 自 
















動 的 に 保 温 機能へ 移ィ了 す 
















る 器具。 














4. 一般 


安全の 原則 


IEC 


4 


JIS に 同じ。 


IDT 


― 




要求 事項 




60335-2- 
15 












5. 試験 


サンプル 数， 試験の 順序な 


■ 17 f、 




JIS に 同じ。 


IDT 






のた めの 


ど 


60335-2- 












一般 条件 




15 












6. 分類 


洗濯 用ボ イラ 及び 家畜 用 

飼料 ボイ ラは， IPX3 以上 


IEC 

60335-2- 
15 


6 


JIS に 同じ。 


IDT 
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^3§£c J: £siiT3 菡 溼， 哲 S ぉ玆. 一 h2、LT お c -。 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) jis と 国 各との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 対策 


項目 

番号 


内容 


項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


7. 表 示 
及び 取扱 
説明 


定格 容量に 対する 水位 マ 
ーク 

コードレス やかんに スタ 
ン ド への 表示 

各 機器の 取扱説明書へ 警 
告 表示の 記載 内容 


IEC 

60335-2- 
15 




JIS に 同じ。 

ただし， 電気 保温 ポッ 
ト への 適用な し。 


MOD/ 
追加 


JIS では， 電気 保温 ポ 

ッ ト への 適用 を 明確 
化。 




8. 充電 

部への 接 
近に 対す 
る 保護 


試験 指 及び テス ト ピンに 
よる 検査 


IEC 

60335-2- 
15 


8 


JIS に 同じ。 


IDT 






9. モー 

夕 駆動機 
器の 始動 


適用し ない。 


IEC 

60335-2- 
15 


9 


JIS に 同じ。 


IDT 


- 




10. 入力 

及び 電流 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2- 
15 


10 


JIS に 同じ。 


IDT 






11. 温度 

上昇 


設置 条件， 試験 時間， 試験 
電圧 及び 温度 測定 箇所な 
ど を 規定。 

電気が ま を 除く 圧力が ま 
の 試験 時間 は， 最高 調理 圧 
力に 達した 後 15 分 間。 


IEC 

60335-2- 
15 


11 


JIS に 同じ。 

ただし， 電気が ま 及び 
圧力が まの 区別が 不 
明確。 


MOD/ 
追加 


JIS は， 圧力 式 電気が 

ま を 圧力が まから 除 
外した。 


IEC 規格で は 想定され ていないが， 圧 
力 式 電気が まの 圧力 は それほど 大き く 
なく， 通常の 圧力が まの 試験 時間 を 適 
用す るより は， 米が 炊き あがる 時間で 
規定 した ほう が 合理的で あ る 。 


12. (規 

定 なし） 


規定な し 


IEC 

60335-2- 
15 


12 


JIS に 同じ。 


IDT 
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¥f『# ^一い j; ^ ss^^^^^^ 叫 4。 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国 IS 規格との 技術的 差異 


(V) JIS と 国 PSM 各との 技術的 差異の 理由 






現 格 奋 ザ 






の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 


"xt* r V、 八 ,バ た にお 

及 ひ 今 俊の ス^ 












表示 箇所 


： 本体 














表示 方法 


： 点線の 下^ 




項目 


内容 




項目 


内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




番号 






番号 




の 評価 






13. 動作 


■ C 9335-1 による。 


IEC 


13 


國 に 同じ。 


IDT 






温度での 




60335-2- 












漏え ぃ電 




15 












ヽ"^ "T7 ザ '、ヽ ~7' L 

流 及ひ耐 
















電圧 
















14. 過渡 


空間 距離の 既定値 を 満た 


IEC 


14 


JIS に 同じ。 


IDT 


- 




過 電圧 


さない 箇所に 対する ィ ン 
パルス 試験に よ る 代替え 
試験 


60335-2- 
15 












15. 耐湿 


いつ （溢） 水 試験， 耐湿 試 


1EC 


15 


國 に 同じ。 


MOD/ 


JIS では， 容器 を 着脱 


IEC 規格で は， 炊飯器の 安全性 試験が 


性 


験， 清掃 時の 水中への 浸水 


60335-2- 




ただし， 炊飯器の 容器 


追加 


できる ものの 方法 （内 


考慮され ていない ため， 電安法 4 令 第 1 




試験， スタンドへの いつ 


15 




を 取 り 除いた 状態の 




なべ を 外し た 状態で 


項と 同等の いつ 7」 な 式, 験 を 追加した。 




水， 炊飯器の いつ 水 






いつ 水 試験 はなし。 




炊飯器の 本体に 水 を 
注ぎ 耐 電圧 試験， 目視 
などで 確認） を 追加 




16. 漏え 


國 C 9335-1 による。 


IEC 


16 


國 に 同じ。 


1DT 


一 




い 電流 及 




60335-2- 












ひ耐 電圧 




15 












國 変圧 


■ C 9335-1 による。 


IEC 


17 


國 に 同じ。 


IDT 






器 及び そ 




60335-2- 












f=t 1=1 I — r 

の 関連 凹 




15 












路の過 負 
















- ±±r /n 

何 保- 護 
















18. 耐久 


適用し ない。 


IEC 


18 


J1S に 同じ。 


IDT 






性 




60335-2- 
15 












圍 異常 


放熱 制限， やかんの 温度 過 


IEC 


19 


國 に 同じ。 


MOD/ 


電気 保温 ポ ット への 




運転 


昇 防止 装置の 短絡 試験な 
ど 


60335-2- 
15 




ただし， 電気 保温 ボッ 
卜への 適用な し。 


追加 


適用 を 明確 化。 





18 

C 9335-2-15 ： 2004 



に ^s t ^30^ _1 一ね^ お ii お 一 h^tL ベお D 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及 びその 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国^^ 恪 との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 対策 


項目 

备可 


内容 


翻 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差 厘の 内容 


20. 安定 
性 及び 機 
械的 危険 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2- 
15 


20 


JIS に 同じ。 


IDT 






21. 機械 
的 強度 


感電 及び 浸水の 保護に 無 
関係の ガラス 部分に は， ィ 
ンノ く々 ト ノヽ、 ノマ霄 it ま翁 ^4 商 

z ' 、ノ 1 /、ノ ヽ ロふ\ づ ヌ之 c_ MBI 

用し ない。 


IEC 

60335-2- 
15 


21 


JIS に 同じ。 


IDT 






22. 構造 


構造 一般， 排水孔の 大き 

さ スフ。 1 ノ、 ソヽノ つ —— 卜メ 
O ， — ^ ん ノ \ ^ノ ノ^ 1 

一力 及び 圧力が まの 過 圧 
力 試験， コードレス やかん 
の 接続 器 開閉 試験， 沸騰 水 
の 流量 制限， やかんからの 
突然の 蒸気 噴出 制限 


IEC 

60335-2- 
15 


22 


JIS に 同じ。 

ナ- 1 雷^ 保、? 届 ポ 

にに し， ^！ス v |/NfinL ン -J ヽ ノ 
ト への 適用な し。 


MOD/ 

ミ 自力 n 


電気 保温 ポ ット への 
谪用を 明確 化 




23. 内部 
配線 


内部 配線の 屈曲 試験な ど 


IEC 

60335-2- 
15 


23 


JIS に 同じ。 


IDT 






24. 部品 


スィ ツチ 及び 自動制御 装 
置の 開閉 試験 

サー モイ ンプラ グの 規定 
など 


IEC 

60335-2- 
15 


24 


JIS に 同じ。 


IDT 
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〇 ^335-2-15 ： 2004 



( I ) JIS の 規定 


、丄丄 リ l=y rzn; 
規格 番号 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


tic > 1 围 ォ久 > の 坊^^ 勺!^ 里の: Eg 由 

及び 今後の 纖 


項目 
番号 


内容 




項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




25. 電源 

接続 及び 

外部 可 と 

ぶつ… い、 
つ」一 卜 


電源 コ一 ドの 種類， 断面 
積， 長さ 及び マグネ ッ ト プ 
ラグの 使用な ど。 


IEC 

60335-2- 
15 


25 


JIS に 同じ。 

ただし， マグネ ッ トプ 
ラ グの 使用に ついて 

は 6Q 韋乂 し C レ ュ な レュ。 


MOD/ 
追加 


25.8 

JIS は， マグネ ッ ト プ 

ラグ を 用いた 場合 は， 

n c ^ ±73 ぷブ 曰- V ベ、 

75 cm を んる長 d で 

もよ い。 

25.22 

J1S に 13；， ゾ グ 不ッ 卜 

ブラ グの 使用 を 明確 
に 認めた。 

雷 ^ 促 ；ほ 十： 、、) レへの 

^ メ人 1 木 ion な 、ノ r — ヽ リ） 

適用 を 明確 化。 


IEC 60320-1 では， マ グネ ッ トプラ グの 

使用 を 認めて いないが， やけど 防止の 
観点から 電源 コード を 引っかけて やけ 
ど に つ な が るお それ が あ る & 器 に 限 つ 
て， マグネット プラグの 使用 を 認める 
ことにした （事実上， 接地 線 不要の 100 
V 機器 だけの ため）。 日本の 家屋での 使 
mB^ig f 爲 の 茵く ) ふ 辛 ミス 卜 

ru 71>/%； 、 レリ _L v し 1 扇- 、。ノ t ち んなこ ， 
やけど 防止の 安全対策 上， マグネット 
プラグ は 必要。 

ゥ ゲ え ヅ トプ ラゲ を 用い ナ- 揚^ ^は 雷 
<ノ づヽノ 1 / ノノし ftj v J /し ^ C3 ^ y 

源 コード を 引っかけても 倒れる 心 配 は 
ない ので， 長さ 制限 をし なかった。 


26. 外部 
導体 用 端 
子 


國 C 9335-1 による。 


60335-2- 
15 


26 


國 に 同じ。 


IDT 






27. 接地 

接緣の 手 

J^t< ズ|ゾし リノ J 

段 


國 C 9335-1 による。 


JVC 

60335-2- 
15 


27 


JIS に 同じ。 


IDT 






28. ね じ 

及び 接続 


國 C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2- 
15 


28 


國 に 同じ。 


IDT 






29. 空間 
距離， 沿 
面 距離 及 
び 固体 絶 


空間 距離， 沿 面 距離， 固体 
絶縁の 厚さ 
汚損 度 3 を 適用す る。 
コー ドレス やかんの ソケ 
ッ 卜の 沈み 深さ を 規定 


IEC 

60335-2- 
15 


29 


國 に 同じ。 


IDT 







2〇 

C 9335-2-15 ： 2004 



^s^^n ■ ■ ^ss 一一： ？ せ w 40 



(I)JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国^ » 各との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の M« 


項目 
番号 


内容 


項目 
* 可 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


30. 耐熱 
性 及び 耐 
火 性 


ボール プ レツ シャ 試験， グ 
口 — ワイヤ 試験， ニードル 
フレーム ，式, 験 


IEC 

60335-2- 
15 


30 


JIS に 同じ。 


IDT 






31. 耐腐 
食 性 


■ C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2- 
15 


31 


國 に 同じ。 


IDT 






32. 放射 

線， 毒性 
その他 こ 
れに 類す 
る 危険性 


特に 規定な し。 


IEC 

60335-2- 
15 


32 


JIS に 同じ。 


IDT 






附属 書 


■ C 9335-1 による。 
ただし， 附属 書 C 表 C の P 
の 値 （通電 時間 係数） は， 
2 000 とする。 


IEC 

60335-2- 
15 


附属 書 


JIS に 同じ。 


IDT 







JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 1DT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国 K 規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次の とおり であ る。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 



9335-2-15 ： 2004 



^1 ま H i 0^300, ^^^v 一 b ^ 乂 せ f 1"。 
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C 9335-2-15 ： 2004 



参考 規格 



参考 規格 は， J1SC9335- 1 の 参考 規格に よる ほか， 次に よる。 
JLS C 9335-2-13 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性- 
ン 及び これに 類す る 機器の 個別 要求 事項 
家庭 用 及び これに 類す る 電気機器 の 安全性 - 
事項 

家庭 用 及び こ れに 類す る 電気機器の 安全性- 
家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性- 
要求 事項 

家庭 用 及び こ れに 類す る 電気機器の 安全性- 
要求 事項 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 - 
販売機の 個別 要求 事項 



JIS C 9335-2-21 

JIS C 9335-2-35 
JIS C 9335-2-54 

JIS C 9335-2-74 

JIS C 9335-2-75 



第 2-13 部： 深めの フライな ベ， フライ パ 

第 2-21 部 ： 貯湯式 電気 温水 器の 個別 要求 

第 2-35 部 ： 瞬間 湯 沸 器の 個別 要求 事項 
-第 2-54 部 ： 液体 利用 表面 掃除機 器の 個別 

-第 2-74 部 ： 可 搬形投 込み 式 ヒータの 個別 

-第 2-75 部 ： 業務 用 ディ ス ペンザ 及び 自動 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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JISC 9335-2-15： 2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-15 部 ： 液体 加熱 機器の 個別 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問 合わせ は， 財団 
法人 日本規格協会へ お願いします。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1995 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-15 (Household and similar 
electrical appliances ― Safety ― Part 2-15 : Particular requirements for appliances for heating liquids) を 7G にィ 乍^ J し 
た 規格であった。 その後， の 後， 1EC 60335-2-15 が 2002 年に 第 5 版と して 発行され た。 そこで， この 規格 
を， 1EC 規格に 整合させる ために 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 この 規格 は， 家庭 用 及び 類似の 目的の 液体 加熱 用 電気機器 として 国際的に 広く 使用され 
ており， 日本と しても 対応す る 1EC 規格の 改正に あわせて， 可能な 限り 早く 改正す る こ とが 望まれて いる。 
今回の 改正 も， 国際的な 動きに 合わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いるが， 店舗， ちゅう （厨） 
房， 農業， サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 
基準 省令 第 2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則として， 元と なる IEC 60335-2-15 に 整合して いる。 規定 項目 は 次の 
とおりで ある。 

- 保護 分類 

- 本体 表示 及び 取扱説明書 

- 充電 部への 接近に 対する 保護 

- モータ 駆動機 器の 始動 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

- 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

一 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

- 過渡 過 電圧 

- 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

- 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

解 1 

著作権法 によ り 無断での 複製， ^ 載 等 は 禁止され ております。 
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C 9335-2-15 ： 2004 解説 

一 耐久性 
一 異常 運転 

一 安定性 及び 機械的 危険 
一 機械的 強度 
一 構造 一般 

一 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

一 電源 接続 及び 外部 可とう コード 
一 外部 導体 用 端子 
一 接地に 関する 規定 
一 ねじ 及び 接^ 

一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
一 耐熱性 及び 耐火性 
一 耐 腐食 性 

一 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 

第 59/61 小委員会 構成 表 



(委 ま;^) 
(委員） 



所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日本 品質保証 機構 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 工業 会 

日本 自動販売機 工業 会 

日本 暖房 機器 工業 会 

社団法人 日本 ホ 一 ム ヘルス 機 ffi 工業 会 

社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

曰 立ホ一 ム& ライフ ソ リ ュ一シ ヨン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電工 株式会社 
三菱 電機 株式会社 



博 

英 
秋 



之 
長 
次 
均 
功 



文 一 
三千 代 



2 

三 夫 英武 史巳傑 昭友之 一 功夫 ニ史 解 

省 文隆 浩昭 秀 孝啓昭 安輝 禎雄 

崎澤木 井井 田 藤 野 賀田瀬 田 田 田 山 合 原 實崎衡 田 本 井野 

木 々 士心 

大へ佐 浅浅慊 伊中 山 岡 柳 鳴 半 高 丸 河 藤 松 山 t 青 島 石 松 



^作 権 法に よ り 無断での 胃 等 は， I 卜. されて おります。 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 
(WG-4 代表) 
(WG-5 代表) 



(事務局） 



(委員長） 
(委員） 



(事務局） 
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財団法人 電気 安全 環境 研究所 
松下電器 産業 株式会社 
松 下 冷 機 株式会社 
東芝 キャリア 株式会社 
日立 ェ機 株式会社 
経済 産業 省 
経済 産業 省 
経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



調理 家電 技術 専門 委員会 構成 表 



行 
行 
毅 

良 
弘 

弘 

4 五 
I 口 

f、T 
治 
明 
博 
満 
行 
浩 
明 
繁 
潤 
博 



純 
典 



所属 

松下電器 産業 株式会社 
三洋 電機 株式会社 

三洋 ホーム アプライ アンス 鳥 取 株式会社 
三洋 ホーム テック 株式会社 
シャープ 株式会社 
株式会社 千 石 
株式会社 千 石 

象 印 マ ホー ビン 株式会社 
象 印 マ ホー ビン 株式会社 

タイガー 魔法瓶 株式会社 

タイガー 魔法瓶 株式会社 
東芝 ホーム テク ノ 株式会社 
東芝 ホーム テク ノ 株式会社 

ピー コッ ク 魔法瓶 工業 株式会社 

ピーコック 魔法瓶 工業 株式会社 
株式会社 日立 ホーム テック 
松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
三菱 電機 ホ 一 ム 機器 株式会社 
三菱 電機 ホーム 機器 株式会社 
社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



博宏穎 明徳 夫 俊 紀男純 

政 聖和雅 由 正大 和雅 

藤 木 山 橋 野 井村 田 子 

々 

佐 佐 秦神高 平 萬 中柴笹 



g 芳光 俊 章 和 和 邦 昇敏和 信 利 健 定雅祥 

氏 

野 田 藤 野 田 川原 脇 加 前 合 中 村 村 子 木口 口 尾 橋 谷 子 藤 

治 谷 

宇 池 内 塩 前 長 藤 西 星 宮河田 川 川 浜 鈴 山 井 松 高 金笹斎 



解 



^作 権 法に より 無断での 複製， fc» ，は 禁止され ており ます。 
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C 9335-2-15 ： 2004 解説 



白 紙 



解 4 



，作^^に より 滅 断での 襖?!， 転« では 禁止され ております。 



*内容 について のお llii^ せ は， ^ゆ 郃^ ^へ FAX [FAX(03)3405-5541 TEL(03)5770-I573] 

でご迚 絡く ださい。 
★J は 規格 票の 正誤お が 発行され た 場岔 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊^ "ぽ準 化 ジャーナル" に， 止', おの 内容 を掲 戦いた します。 

(2) 展則 として 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産業 新聞" 及び "日刊 工業 新 IT の J1S 発行の 広告欄 
で. IE お^が 発行され た J は 規格^^ 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， Y' 約され ている 部門で 正^お が 発行され た お 合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS ^格, の ご注文 は， ^及 T lf， 部 力 ス タマ一 サービス^ [TEL(03)3583-8002 FAX(03)35S3-0462] 
又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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Pn ま d in Japan 



X 作栴^ により. 鹎 断での ffiSJ. ^«M5Mi ，^されて おり ます c 



JAPANESE INDUSTRIAL STANDARD 



Household and similar electrical 
appliances 一 Safety — 
Part 2-15 : Particular requirements for 
appliances for heating liquids 

J ISC 9335 画 2-15: 腦 

(JEMA) 



Revised 2004-02-20 



Japanese Industrial Standards Committee 

Published by 
Japanese Standards Association 

定価 ： 本体 2,000 円 (税別) 

ICS !3.120;97.040.50 

Reference number ： J IS C 9335-2-1 5:2004( J) 



X 作 Hi 法に よ り 艇 断での ぬ^, は， i ト. されて おります， 



